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l ずれパターン l 日常生活の現状
































































I E I IV 
家族の段階
前チ育て期 子育て期 子離れ進行期 脱 子 育 て 期
不明
既 婚 乳幼児 幼 児
未fの段階 独身 小学生 中学生 高校生 大学生 卒業 結婚
子ともなし 3 I長未満 3歳以ヒ
調fi対象の 56(12.6) 32 (7.2) 59 (13.3) 43 (97) 94(21.1) 45(JO.l) 27(6.1) 30(6.7) 24 (5.4 ) 18(4.0 ) 
構成(女約:) 88 (19.8) 102 ( 23.0 ) 
次iζ学歴をみると， r高校卒J(46.2%)が最も多く .




金を除く)をみると ，r 200 -400万円未満Jが31.0 % 

















139 (31.2) 99 ( 22.2 ) 
( 3 ) 
(%) 
年齢別傾向をみると， 20代後半から30代前半にかけて



























(N =445) I:ヲ:!:t::::33.7 ::::1 36.6 なり I 1;).;) 
仕戸継続 社今活動 家庭専Z♂2?併子A
女吋汚勺2尚当詑?諒3F舛観可吋市iR巨区除問:::蕊没;23i込鋭1述





小 ・中学校ho.3119.1 1 51.5 113.21
1 
15.9 (N=68) 11 -_. - 1 



























































1972lf:10月1 1979年5月2) 1982年1月3) 1984年5月“
N = 16.645 N'" 4.590 N '" 12.094 N '" 4.431 
ど賛ちらかといえば成賛成 373.921 J |71.1 同感する 49.2 34:4 J 82.8 41.0 
どちらかといえば反対 IZ .~ 1 23.7 同感しない 50.8 反 立d 2.6 4.5 5.9 
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が大きなウエイトを占めている。次に，男性では 「趣味 教育」は幼児期 (16.3 %)と小学生期(14.9 %)に多く ，
などの時間がとれないJ(28.0，移入「家族の面倒を十分 「特別不満なし」は大学出(63.3必入学校卒業(54.2 ~ぢ)， 
にみれなし、J(20.0 %)なと¥仕事が忙しくて時間自句余裕 結婚 (44.4%)と脱子育て期iζ多くなっている。
のない乙とがあがっている。一方，女性でも， i趣味な 次は， iす白れパターン」別にみると(表3)，就労者では
どの時間がとれないJ(19.8%) も多くあげられている 時間的余俗のないζとが，不満として多くあがっており.
か，そのほかに「適当な働き口がないJ(97鈎，i子ども <家庭志向不一致型>よりも<仕事一致型>の方かむし
のしつけ ・教育がうまくいかないJ(7.2 %)が，男性lζ ろ多くなっている乙とは注目される。<仕事志向不一致
比べて多い割合になっている。また，日常生活に「特K 型>では「適当な働き口がないJ(25.8必)や「家族と
不満がなし、」人は，男性29.7%11:対して，女性は33.9% の話し合L、が少なし、J(10.6 5'ぢ)が多く，<家庭不一致型>





元法二 仕事一致型 家庭8志致0 向不一塑N= 105 N= 
家族の面倒 17.1 % 12.5 % み れ な b、
忙活 し動くでてき趣味ず 31.4 27.5 
適当な働きしl
fJ. 3.8 3.8 
話しあいが少ない 1.9 1.3 














N=66 N=138 significance 




13.6 12.3 0.0006 





25.8 46.4 00009 *ホ












同 州 N 196 











































現在就労者 表 4 今後の 就労希望
今後就労 ・継続希望 11: ，~一致型 家庭志向不一致引
現在の仕事継続 67人 69.8 % 37人 46.9 % 104人 59.4 % 
別の f士 'J継続 1 11.5 14 17.7 25 14.3 
その うち やめたい 17 17.7 26 32.9 43 24.6 
すぐにやめたい 1.0 2 2.5 3 1.7 
96 100.0 79 100.0 175 100~ 
現在不就労省
X2SJg. ~ 0.0216 
今後の就労 ・希恨の有無 イ1:'Jlぷ向不一致型 家庭 ー致母l
手必 労 希 望 46人 85.2% 45人 40.2% 91人 54.8% 
働 きたくな い 3 5.0 31 27.7 34 20.5 
ト一一一
わ か り な し、 5 9.8 36 32.1 41 24.7 




















































































































































hf! 円IJ 子 f 脊 て 期 f 離れ i並行期 脱子育ぷ仁言3、N守，. 育てJtIl 小川 乳幼児期 (幼3歳児以期上) IJ、"十 小学生期 中学tE期 て期( 3歳未満) (高校以上)
4湾 成 比 1000 20.6 23.8 13.8 10.0 32.5 22.0 10.5 23.1 
就 全 体 43.0 68.8 21.6 11.9 34.9 41.7 36.2 53.3 4~.1 
労 フノレタイム 1) 34.7 55.0 36.7 42.9 20.0 22.4 20.6 25.0 29.5 
2事 ノ〈ー トタイム1) 「万五I 11.7 32.0 53.3 41.4 41.2 41.7 27.3 
希非就労k守件!の就労本 53.1 54.2 63.9 61.5 68.2 50.0 48.8 53.8 38.9 
余 日殴 活 動 76.6 85.2 63.7 52.5 79.1 79.1 81.9 73.3 78.8 受~全 加 ，事
社会活動参加率 32.2 14.8 23.5 10.2 41.9 53.2 66.0 26.7 27.3 
「一「常 生活 130.1 100.0 156.7 125.5 237.3 134.5 138.4 148.6 100.9 不満不合計 21
精良 FKF 1 状率 3) 態 30.6 23.9 26.5 30.5 20.9 36.0 40.4 26.7 33.3 一1 )就労者全体に対する比率 (名)
2 )日常生活不満項目iζ答えたものの割合合計
回答者数iζ対する「日常生活不満ありJの副答数(桜数選択)の割合
3) r粉神的ILイライラしたり落ち乙んだりする乙とがあるか の質問1:rほとんどない と答えたものの比率
表 6 ~族段階月IJ 不就労理由
回 年
分をn 日 体 君 資 庭家 幼 家 経 を家 働 ts. 寸え不就労里1fl~ メマミ3 
E 炉力G j
格 児 済 事 り
な 生 下 と




IJ> ζ ど の
答 条 求
技 両 台、 4ζ あ た と
件 係t 立 必 ぷ.ノ6』ミ;ド、 つ く やが ど
メ活社Z文h お主 職 取
不ロI の
&. 要 カ主 て f孟
家族段階 あ がな 病気
f;1. 世 な 当 L、
数 る も、 中 中 能 JO 対 し 然 る b、 動 明
9:. f当. 219 14.2 11.9 10.0 6.8 4.6 1.4 32.0 23.7 14.6 21.9 16.9 12.8 10.5 6.4 12.3 
手L 幼 児 50 2.0 4.0 2.0 20.0 64.0 8.0 18.0 24.0 8.0 10.0 2.0 18.0 
幼 児 26 11.5 3.8 7.7 3.8 46.2 42.3 23.1 19.2 11.5 7.7 7.7 11.5 11.5 
家
族 .f: 生 53 15.1 13.2 13.2 3.8 7.5 39.6 3.8 15.1 24.5 18.9 15.1 5.7 13.2 9.4 
段 中 学 生 14 28.6 35.7 7.1 21.4 7.1 64.3 14.3 21.4 7.1 21.4 7.1 7.1 
階
可1.γ.J 校 生 12 16.7 16.7 8.3 8.3 41.7 8.3 33.3 33.3 8.3 33.3 25.0 16.7 /町、
末 大学生・JH修学生 14 21.4 7.1 21.4 35.7 14.3 14.3 35.7 28.6 21.4 14.3 14.3 
子 学 卒 15 26.7 13.3 6.7 6.7 6.7 13.3 6.7 26.7 26.7 20.0 6.7 20.0 6.7 20.0 
段
階 結 婚 8150.0 12.5 12.5 12.5 12.5 25.0 12.5 
) 
子どもはいない 24 8.3 20.8 29.2 16.7 4.2 12.5 20.8 4.2 8.3 20.8 12.5 12.5 16.7 4.2 4.2 
不 明 3 ー 33.3 33.3 33.3 33.3 
(匂)
ノfー トタイムは大相1:減る。いうまでもなく . 子育て期 ムではその対価が十分ではない。パート就労はあえて乙

































と.r世話」もあいかわらず多い(42.3 ~引が . それ以
上l乙「両立不可能」をあげる割合が多く 46.2j刷ζ述して
いる。次いで「家族が働く乙とに反対する」が23.1%と


























































































































































































































































問題のシステム変動を促すものであり.したがってかな ( 1984): rihtl人労働の実情J(昭和59年版) 大蔵省
りの長期的泌盟に支えられたものでなくてはなるまb、。 印刷局。
長期的展望とは，変化を求めるに息長く耐えるためのも 烏HIとみチ

























( 1982): r主婦諭争を読むJ1. I.効r'，'f;!f/;言。
(附和59年 1月 6日受PP.)
~lore than a half of the marr1ed women 1n Japan are currently part1cipating in the 1abor market 
and this paper sheds 1ight on the issue of working outside home by women. 
The survey schedule was mai1ed to 1300 ( 650 for each sex ) of random1y se1ected residents of 
Toyonaka City during November and December of 1983， and 445 females rep1ying to it， exc1uding 
ma1e respondents are subjected to the ana1ysis for this paper. 
One of the main research results describcd here 1s concerning the promoting and disturbing 
forces of women's work outside home. It shows that nearly 70% of working respondents do it mostly 
for economic reasons in one way or another， whi1e housewife respondents tend to attribute the 
rcason not to get a job mainly to the familial conditions such as care-taking of their babies and 
infants， cOI¥flicts to domestic works， husbands' disapprova1 and so on. 
Another finding is that we can ascertain so-ca1led "M-shaped pattern" of women・s1abor force 
participation along their age distribution at present as well as for the future prospect. 
Also， examined is the slant making an assertion that part-time job can be a "vo1untary choice" 
to women. This assertion may be true at 1east on their subjective leve1， but should be subjected 
to more severe scrutiny on the objective level. Our discussion is conc1uded by the remark that 
the a11eged theory of "vo1untary choice" can not be substantiated as 10ng as women can come to 
take again or keep a ful1-time job even after an intermission of infant care at home. Otherwise， 
it should be considered as a "forced choice" by constraints since it would not form a real choicc 
without a possibili1y to vo1untari1y choose its a1ternatives. Thereby， some prob1ems expected to 
be solved foτforming a real choice are mentioned. 
( 17) 
